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I. 医学および医療の水準の向上への貢献が日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会の独自
の活動を以下に留意して記載をしてください。 
a. 特に学術的に重要と考えられるもの 

公益社団法人の定款に従い、令和 3年度から令和 5 年度の 3 年間に学術集会（春・秋の年 2回）
開催、会誌（国内誌・国際誌）発行の事業を実施した。また、教育及び研修として、卒後実習研修
会、病態別実践リハビリテーション医学研修会などを実施した。 

（１）学術集会（春・秋の年 2 回）の開催 
（２）国内（邦文）誌「The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine」の発行 

2024年 1 月から完全オンラインジャーナル化 
（３）国際（英文）誌「Progress in Rehabilitation Medicine」の発行 
（４）教育及び研修 

１）卒後実習研修会 
   ２）病態別実践リハビリテーション医学研修会 

３）急性期・回復期リハビリテーション医師研修会 
４）生涯教育研修会 

（５）e-learningのコンテンツ作成と開講 
（６）リハビリテーション医学関連テキストの監修 
 

ｂ.当該領域における国際的な役割 
（１）若手研究者への海外研修補助と外国人リハビリテーション科医への短期交流研修補助 
（２）国際誌「Progress in Rehabilitation Medicine」が 2020 年 5 月に PMC-PubMed の収載審査を

通過、10 月に PubMed 収載誌となった。その結果、PMC-PubMed に創刊以来すべての掲載
論文が収載され、国際レベルの検索対象となった。2023 年度は厳重な査読の上、47 編の新規
英文論文を公表した。 

 
ｃ.活動からもたらされる社会的な意義 

急性期から生活期まで幅広いリハビリテーション医学・医療の質の向上と標準化（標準的医療と
しての確立）・均てん化（全国どこでも標準的なリハビリテーション専門医療が受けられるように、
リハビリテーション評価・診断・治療技術などの格差の是正）による社会への貢献は重要であり、
その目的達成に資するために、リハビリテーション医学関連テキストの作成、広報誌の発行、ホー
ムページの管理・運営、市民公開講座の開催などの事業を行った。また、医育機関でのリハビリテ
ーション医学の卒前・卒後教育に資するため、全国医学部リハビリテーション科連絡会を開催して
いる。さらに、障害を持つ方々の復権や社会活動をサポートするためのパラスポーツ支援、災害時
の生活不活発を予防し災害関連死を抑制するための災害リハビリテーション支援活動などにも取
り組んでいる。 



 2 / 2 

（１）広報誌の発行 
（２）ホームページの管理・運営 
（３）市民公開講座の開催 
（４）全国医学部リハビリテーション科連絡会の開催 
（５）パラスポーツ支援 
（６）災害リハビリテーション支援活動 

 
ｄ.学会運営上留意している点 

以下の 6点に取り組むことに留意している。 
（１）リハビリテーション医学・医療の意義と目的の啓発 
（２）疾患・領域別リハビリテーション医学・医療に関わる医師・専門職の相互連携、サブスペシ

ャルティ学術団体の設立、リハビリテーション関連専門職に対する貢献 
（３）特定機能病院、地域包括ケアシステム、地域医療構想に果たすリハビリテーション医学・医

療の役割の再確認と拡大 
（４）リハビリテーション医学の卒前・卒後教育の更なる充実 
（５）リハビリテーション医学研究の推進と他の研究領域との連携 
（６）若手医師の起用と男女共同参画の促進 

 
Ⅱ.日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会と他の分科会との連携による活動を記載して下
さい． 

春（年次）と秋（秋季）に開催される日本リハビリテーション医学会学術集会などで、他の分科
会と合同シンポジウムなどの合同企画を積極的に実施している。COVID-19 およびその後遺症に対
する臨床研究において学際的な連携を行った。 

 
 


